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北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

強
く
抗
議
す
る
決
議
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
８
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
は
じ
め

と
す
る
区
長
提
出
議
案
な
ど
２５
件
、

「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
強

く
抗
議
す
る
決
議
」（
下
欄
参
照
）

な
ど
の
議
員
提
出
議
案
５
件
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
請
願
１
件
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

３年ぶりに復活した新春梯子乗り（１月４日）

可
決
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
決
議
１
件
、
意
見
書
４
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
強
く
抗
議
す
る
決
議

北
朝
鮮
は
、
国
際
社
会
の
制
止
を
振
り
切
り
、
今
年
４
月
に
続
い
て
、
１２
月
１２
日
に
「
人
工
衛
星
」
と
称
す
る
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
は
、
我
が
国
の
領
土
を
越
え
て
飛
行
し
、
機
体
の
一
部
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
方
約
３００
キ
ロ
の

太
平
洋
上
に
落
下
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
を
脅
か
す
も
の
で

あ
る
。
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
は
、
北
朝
鮮
が
２
０
０
９
年
４
月
に
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
っ

た
際
、
こ
れ
を
非
難
す
る
議
長
声
明
を
採
択
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
を
完
全
に
順
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
発
射
は
、「
い
か
な
る
核
実
験
又
は
い
か
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

技
術
を
用
い
た
発
射
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
こ
と
、
ま
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
関
連
す
る
全
て
の
活
動
を
停
止
す

る
」
と
し
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
や
４
月
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
安
保
理
議
長
声
明
に
明

白
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非
核
平
和
都
市
で
あ
る
�
飾
区
４５
万
区
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
の
み
な

ら
ず
、
全
世
界
の
平
和
を
願
う
人
々
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、

北
朝
鮮
の
一
連
の
行
動
に
抗
議
し
、
い
か
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
用
い
た
発
射
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
よ
う
強
く

求
め
る
。

防
災
・
減
災
体
制
再
構
築
推
進
基
本
法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
分

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
防
災
・
減
災
体
制
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、
真
に
必
要
な
施
策
を
総

合
的
か
つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針
、
財
源
確
保
策
を
明
確
に
定
め
た
基
本
法
を
制
定
し
、
国

を
挙
げ
て
加
速
度
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、「
防
災
・
減
災
体
制
再

構
築
推
進
基
本
法
（
仮
称
）」
を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

空
き
家
問
題
の
解
消
に
向
け
た
対
策
に
関
す
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
の
除
却
及
び
活
用
可
能
な
空
き
家
の
再
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

財
政
等
を
含
め
た
支
援
に
よ
り
、
所
有
者
・
取
得
者
及
び
地
方
公
共
団
体
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連

法
令
の
改
正
等
に
よ
り
、
所
有
者
に
対
す
る
適
正
管
理
の
義
務
づ
け
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
指
導
等
の
権
限
の
強
化
を

図
る
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
体
系
を
確
立
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

若
年
雇
用
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。
①
教
育
機
関
の
施
設
内
に
相
談
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、
教

育
機
関
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
結
を
検
討
す
る
こ
と
②
企
業
経
営
者
に
よ
る
出
前
講
座
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
よ
る
説
明
会
な
ど
、
中
小
企
業
就
職
者
の
確
保
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
③
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た

め
、
若
者
・
企
業
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
公
的
機
関
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
④
学
卒
未
就
職
者
訓
練
や
日

本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
る
職
業
訓
練
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
⑤
中
退
者
情
報
を
教
育
機
関
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

共
有
し
、
自
宅
な
ど
へ
の
訪
問
支
援
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と

復
興
予
算
の
適
正
な
執
行
を
求
め
る
意
見
書
分

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
災
地
の
復
興
、
被
災
者
の
生
活
の
再
建
が
ス
ピ
ー
ド
感
と
現

場
感
覚
を
持
っ
て
早
期
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
強
く
求
め
る
。
①
こ
れ
ま
で
に
執
行
さ
れ
た
復
興
予
算

事
業
の
実
態
調
査
を
行
い
、
不
適
切
な
使
途
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
②
今
後
の
復
興
予
算
に
つ
い
て
は
、
使
途
を
十
分
に

精
査
し
、
被
災
地
の
復
興
の
た
め
の
事
業
を
最
優
先
に
執
行
す
る
こ
と
③
復
興
予
算
の
う
ち
被
災
地
以
外
に
活
用
さ
れ
る

も
の
は
、
河
川
の
堤
防
の
整
備
や
津
波
対
策
、
学
校
の
耐
震
化
事
業
な
ど
に
限
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
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